
Songs For My Son ソングス フォー マイ サン

絵と文 ： わだ まさひろ



おやおや、 一匹のミミズが地面から顔を出

して、あたりをきょろきょろ見渡しています。

ミミズは恐る恐る穴からはい出してきて、

ボンちゃんの目の前にやってきましたよ。

ニュル
ッ



「君はどこから来たんだい？」 とボンちゃんは尋ねました。

ミミズは、 何か言いたそうに口をパクパクしているけど、

この世界に出てきたばかりで、 まだ言葉が上手にしゃべ

れないみたい。

そこでボンちゃんは、 ミミズにしゃべり方を教えてあげる

事にしました。



「さあ怖がらずに口を大きく開
い
て
、
口の中の奥の奥の世界を見せてごらん。」

「さあ怖がらずに口を大きく開
い
て
、
口の中の奥の奥の世界を見せてごらん。」

「さあ怖がらずに口を大きく開
い
て
、
口の中の奥の奥の世界を見せてごらん。」

「いいかい、 言葉を出すときには、 イメージが大切だよ。

そして、 そのイメージを口の奥に住んでいるセイタイさん

に伝えて、 彼らに踊ってもらうんだ。」

ミミズは、 ボンちゃんの前に顔を

突き出し、 口を大きく開きました。



　　「ほら、 セイタイさん達
が
住
んで

いるのがみえるよ！　頭にイメージしたものを彼らに踊ってもらって
、
言葉を作るんだ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「言葉にはイメージと彼らの踊りが必要なんだよ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「言葉にはイメージと彼らの踊りが必要なんだよ。」

　　「ほら、 セイタイさん達
が
住
んで

いるのがみえるよ！　頭にイメージしたものを彼らに踊ってもらって
、
言葉を作るんだ。」

セイタイさん達は、

かすかに揺れながら、

ぼんやりと口の外の

光をみつめてます。

ボンちゃんの言った通り、ミミズの口の奥に、

おかっぱ頭のセイタイさん達が見えます。



　　　　　　　　　　　　　　　　「彼
らが踊りや

すいようになるべく具体的にイメージしてね。 いいかい？」

　　　　　　　　　　　　　　　　「彼
らが踊りや

すいようになるべく具体的にイメージしてね。 いいかい？」

「よし、 じゃ
あ準

備
は
い
い
かい？　じゃ

あまずセイタイさん達にイメージを伝える練習をす
る
よ
。」

「よし、 じゃ
あ準

備
は
い
い
かい？　じゃ

あまずセイタイさん達にイメージを伝える練習をす
る
よ
。」

風はだんだん強くなってきて、

セイタイさん達の体は大きくゆ

れはじめています。

ミミズの口の奥から、 出口に向

かって風が吹き抜けていきます。



「「や
さしさ

」
を
言
葉
にして

みよう。 そう、 言葉を出すために 「やさしさ」 を頭にイメー
ジ
して

。」

「「や
さしさ

」
を
言
葉
にして

みよう。 そう、 言葉を出すために 「やさしさ」 を頭にイメー
ジ
して

。」

ヤ
サ
シ
サ

ヤ
サ
シ
サ



　　　　　　　　　「君
にとって

の
「ま

ずしさ」 のイメージをセイタイさんに伝えてみよう！」

　　　　　　　　　「君
にとって

の
「ま

ずしさ」 のイメージをセイタイさんに伝えてみよう！」

　　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　「じゃあ、 「まずしさ」 はどうだ

い
？
　
イメージできるかな。」　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　「じゃあ、 「まずしさ」 はどうだ

い
？
　
イメージできるかな。」

マ
ズ
シ
サ

マ
ズ
シ
サ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「じゃあ、 「ゆたかさ」 をイメージして伝えてみよう。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「じゃあ、 「ゆたかさ」 をイメージして伝えてみよう。」

　　「いいぞ。 セイタイさん
が
気
持
ちよさそうに体をゆらしているよ。」

　　「いいぞ。 セイタイさん
が
気
持
ちよさそうに体をゆらしているよ。」

ユ
タ
カ
サ

ユ
タ
カ
サ



　　　　　　　　　　　　　　　「君
が悲しいと感じた時のイメージを伝えてみよう。」

　　　　　　　　　　　　　　　「君
が悲しいと感じた時のイメージを伝えてみよう。」

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「「かなしみ」 はどうだ

い
？
」

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「「かなしみ」 はどうだ

い
？
」

カ
ナ
シ
ミ

カ
ナ
シ
ミ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「いいぞ。 セイタイさん達が怒りで体を振るわせ
ているよ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「いいぞ。 セイタイさん達が怒りで体を振るわせ
ているよ！」

　　「じゃあ何か怒って
い
るこ

とは
あ
るかい？　あたまに 「怒り」 をイメージして伝えてみよう。」

イ
カ
リ

イ
カ
リ

　　「じゃあ何か怒って
い
るこ

とは
あ
るかい？　あたまに 「怒り」 をイメージして伝えてみよう。」



　　　　　　　　　  「
ほら、 セイタイさん達もとても嬉しそうに踊っているよ。」

　　　　　　　　　  「
ほら、 セイタイさん達もとても嬉しそうに踊っているよ。」

　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　「「

喜び」 はどうだい？　君が今までで一番うれしかったことを
イメー

ジして伝えてみよう。」

ヨ
ロ
コ
ビ

ヨ
ロ
コ
ビ

　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　「「

喜び」 はどうだい？　君が今までで一番うれしかったことを
イメー

ジして伝えてみよう。」



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イメージをどんどんセイタイさんに伝えてみよう。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イメージをどんどんセイタイさんに伝えてみよう。」

　　　　　　　　　　「じ
ゃあ

、
君
が
伝えたい言葉をイメージしてみよう。」　

　　　　　　　　　　「じ
ゃあ

、
君
が
伝えたい言葉をイメージしてみよう。」　



　　　　　　　　　　　　　「長
い言葉でもいいよ。 君のイメージでセイタイさん達を躍らせるんだ

。」

　　　　　　　　　　　　　「長
い言葉でもいいよ。 君のイメージでセイタイさん達を躍らせるんだ

。」

　　　　　　　「他
には

どん
な
言
葉
が
イメージできるかな？　なんでもいいから、 怖がらずに出して

み
よう。」

　　　　　　　「他
には

どん
な
言
葉
が
イメージできるかな？　なんでもいいから、 怖がらずに出して

み
よう。」



ミミズの口からは、 セイタイさんに

よって作られた言葉のイメージが、

混ざりあってからみあって、 宇宙空

間にドバドバ出てきました！

「今
までのイメージをまとめて宇宙に吐き出してみよう！」

「今
までのイメージをまとめて宇宙に吐き出してみよう！」



ビューーンッ！

ビューーンッ！

宇宙に吐き出されたイメージの塊は、 大き

な言葉の種になって、地球に落ちていきます。

大気圏に突入してはげしく燃え始めました！



ズゴッ！

大気圏でのまさつで、 どんどんどんどん小

さくなりながらも、 イメージの塊はグング

ン地面に近づいてきて…



ニュルッ

大地に小さな穴を開けました。

おやおや、 地面に開いた穴から、

一匹のミミズが地面からはい出して

きましたよ。


